
臨
濟
大
師

の
敏
學
的
基
盤

(其
二
)

津

洪

嶽

正

宗

一

臨
濟
大
師

一
代
の
善
巧
の
敏
學
的
基
盤
と
背
景
の
那
邊
に
存
せ
し
や
を
拝
察
し
、
接
化
の
裏
付
け
と
な
り
軌
道
と
な
つ
た
敏
學
的
系
統

を
明
か
に
し
、
そ
の
輪
郭
の
一
般
を
判
明
せ
し
む
る
を
以
て
、
本
小
稿
の
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
序
読
に
於
て
開
陳
し
た
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
順
序
と
し
て
、
第

一
に
大
師
の
紀
傳
に
關
す
る
諸
文
献
に
基
い
て
一
般
史
實
の
上
よ
り
こ
れ
を
考
察
し
、
第
二
に
現
傳
臨

濟
慧
照
陣
師
語
録

一
巻
の
内
容
、
特
に
上
堂
九
章
.
示
衆
十
四
章
、
合
計
三
十
三
章
中
の
主
要
な
る
章
に
就
て
、
内
容
的
方
面
よ
り
、
一

磨
の
槍
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
ふ
o

初
に
指
摘
さ
る
べ
き
は
、
住
鎭
州
保
壽
嗣
法
小
師
延
沼
謹
書
。
佳
大
名
府
興
化
嗣
法
小
師
存
奨
校
勘
と
署
す
る
臨
濟
慧
照
騨
師
塔
記
の

所
傅
で
あ
る
1
佳
鎭
州
保
壽
と
云
ふ
保
字
、
宋

・
悟
明
の
聯
燈
會
要
、
元

・
道
泰
の
暉
林
類
聚
は
、
同
し
く
保
に
作
る
も
、
宋

.
道
原
の

景
徳
傳
燈
録
、
普
濟
の
五
燈
會
元
に
は
費
に
作
る
。
存
奨
校
勘
の
署
は
、
延
徳
三
年
版
、
寛
永
二
年
版
、
寛
永
十
四
年
版
、
元
緑
十
二
年

版
等
は
、
鎭
州
臨
濟
慧
照
輝
師
藷
録

(絡
)
の
後
に
記
し
て
、
箪
に
塔
記
の
み
に
係
ら
す
、
語
録

一
部
始
絡
の
校
勘
の
如
く
に
署
し
、
明

萬
暦
丁
未
印
ち
計
五
年
刊
本
は
、
題
し
て
塔
銘
と
い
ひ
、
延
沼
謹
書
に
次
で
小
師
存
奨
校
と
署
し
、
輝
家
書
林
柳
枝
軒
小
川
多
左
衛
門
刻

の
一
本
は
・
住
大
名
府
以
下
の
一
行
喬

つ
て
犀

の
・
保
壽
延
沼
は
籍

録
の
鎭
州
寳
壽
の
沼
和
轟

侮
で
、
存
奨
は
魏
府
興
化
寺
の
存

奨
弾
師
で
あ
る
。
大
師
の
正
豚
を
崩
ぐ
、
こ
の
塔
記
を
宋
・
蹟
藏
圭
の
古
尊
宿
語
録
第
五
興
化
存
奨
輝
師
語
録

の
巻
末
に
、

「
臨
濟
慧
照

臨
濟
大
師
の
敏
學
的
墓
盤
(其
ご
)

一



輝

學

研

究

二

縄
師

塔
記
」

と
題

し
て
牧
載

し
て
居

る
黙

か
ら
合

せ
て
考

へ
る

と
校

勘

は
塔

記

に
の

み
限
ら
れ

た

る
も

の
と
推

考

さ
る

べ
き

で
あ
ら

う
1

記

し
て

「
幼

而
頴

異
Q

長

以
レ
孝

聞
り

及
二
落

髪

受
具

一居

一一於
講

騨
ゆ

精
究

二
晩

尼
ゆ
傳

蹟

二
経
論

ゆ
俄

而
歎

日
Q

此
濟

世
之

馨
方

也
」

云
云

と
見

え
る
。

砒

尼
帥

ち

律
藏

の
研
鐵

に
勉

め

ら
れ

し
は
、
馬

狙

、
百

丈
、
南

泉

、
潟

山
、
大

慈
、

仰

山
、

石
頭

、
天
皇
、

徳

山
、

清
干

、

爽

山

.
岩

頭

.
雪
峰

、

雲
居

.
大
梅

等

の
諸
徳

に
同

じ
く

、
大
師

は

賢

に
戒

珠
玲

瀧

、
律
僧

的
生

活

を
な

さ
れ
た

方

で
あ

る

こ
と

は
、
行

録

に
、
師

初

め
黄
葉

の
會

下

に
在

り

て
行
業

純

一
な

り

と
記
述

せ
ら
れ
、

睦

州
の
陳
尊

宿

を

し

て
、

是

れ
後
生

な

り
と

難
も
、

衆

と
異
な

る

こ
と
あ

り

と
歎

ぜ

し

め
た
所

以
で

あ

つ
て
、
そ

れ
は

も

と
よ
り
、

幼

に

し
て
頴
異

な

り
、
長

じ

て
孝

を
以

て
聞
ゆ

と

い

ふ
天

稟

の
然
ら

し
む

る
と

こ
ろ
な
り

と
は

云

へ
、
ま

た
精

し
く
既

尼
を
究

め
ら
れ

て
勤
苦

精
進

せ
ら
れ

た

こ
と
に
基

く

こ
と
は

、
後

學

の
範

と
す

べ
き

こ

と
で
あ

ろ
う
。
落

髪

受
具

す

る
に
及

ん

で
講

躁

に
居
れ

り

と
い

ふ
、
臨
濟

大
師

の

世
壽
並

に
法
騰

は

、
も

と

よ
り
文
献

の
徴

す

べ
き
も

の

巌

く
費

こ
墾

綜
合
謝

す
る
に
、
大
健

於
壬
ハ
+
歳
か
ら
六
+
五
六
歳
前
後
で
、
巖
頭
弊

曹
山
薪

洞
山
誹

響

誹

の

諸
老
と
、
ほ
樽
其
の
在
世
年
激
を
同
じ
く
す
と
判
じ
て
、
大
差
あ
る
ま
い
。
示
寂
年
月
に
就
て
は
、
唐
謎
宗

の
成
通
七
年
詮
と
八
年
設
の

こ
読
を
存
す
る
が
、
そ
の
何
れ
に
す
る
も
,
前
記
の
在
世
年
激
を
基
礎
と
し
て
逆
算
す
る
に
、
大
師
の
降
生
は
、
唐
蒐・
徳
宗
の
貞
元
の
末

年
、
又
は
憲
宗
の
元
和
の
翠

頃
に
求
め
得
よ
う
・
即
ち
圭
峯
宗
密
の
降
生
と
、
天
台
の
第
六
鶉

奨

師
糞

の
示
寂
轟

知
難

籔

に
後
る
る
こ
と
約
二
十
年
で
あ
る
。
寛
永
十
二
年
版
人
天
眼
目
抄
に
依
る
と
、
大
師
が
初
め
て
黄
葉
に
参
ぜ
ら
れ
し
は
、
十
八
歳
の
時
な

り
と
見
え
る
が
1
如
何
な
る
史
料
に
基
け
る
や
判
明
せ
す
ー
凡
そ
受
具
は
、
四
分
律
第
三
十
四
に

「
年
未
だ
二
十
に
満
た
ざ
る
者
に
は
、

具
定
戒
を
授
く
可
ら
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
若
し
年
未
だ
二
十
に
滞
…た
ざ
れ
ば
、
塞
熱
飢
渇
風
雨
蚊
姦
虫母
贔
を
忍
ぶ
に
堪

へ
す
、
及
び

悪
言
を
慰
ば
す
、
若
し
身
に
種
種
の
苦
痛
あ
れ
ば
忍
ぶ
に
堪
へ
す
。
又
持
戒
及
び

一
食
に
堪
へ
す
。
若
し
度
し
て
出
家
し
具
足
戒
を
受
け

し
む
れ
ば
、
當
に
法
の
如
く
治
す
べ
し
。
阿
難
當
に
知
る
べ
し
、
年
二
十
に
満
た
ば
如
上
の
衆
事
に
堪
忍
せ
ん
」
と
規
定
せ
ら
る
ム
が
如

く
、
具
足
戒
を
受
け
ん
と
欲
す
る
者
は
、
少
肚
に
し
て
能
く
事
に
當
る
に
堪
へ
、
身
燈
強
健
に
し
て
諸
根
具
足
し
、
病
患
聾
盲
等
の
衆
患

な
く
、
身
器
清
浮
に
し
て
、
邊
罪
、
犯
比
丘
尼
、
賊
住
等
の
雑
過
無
く
、
出
家
の
相
を
其
し
、
髪
を
剃
り
袈
裟
を
披
り
、
而
し
て
既
に
沙



彌
戒
を
受
け
た
る
者
に
限
り
、
其
の
年
齢
は
満
二
十
歳
以
上
、
七
十
歳
未
満
を
本
制
と
せ
ら
れ
る
。
從
つ
て
嚴

に
律
制
が
運
守
せ
ら
れ
た

唐
代
に
於
て
は
、
大
師
の
受
具
も
、
満
二
十
歳
に
達
せ
ら
れ
し
後
と
判
す
る
を
安
當
と
し
よ
う
。
こ
の
故
に
貞
元
の
末
年
、
又
は
元
和
の

初
年
頃
に
降
生
せ
ら
れ
し
大
師
は
、
憲
宗
の
長
慶
四
年
、
又
は
敬
{示
の
寳
暦

一
・
二
年
の
頃
に
具
足
戒
を
受
け
ら
れ
た
.と
判
す
べ
き
で
あ

ら
う
ー
長
慶
四
年
は
、
正
月
鳥
箕
道
林
示
寂
、
六
月
丹
霞
天
然
示
寂
、
十
二
月
韓
愈
卒
、
寳
暦
元
年
、
戒
行
の
者
を
揮
ん
で
大
徳
と
爲
し
、

試
経
得
度
せ
し
め
、

二
年
、
豫
章
の
東
明
寺
を
世
幅
寺
と
改
め
、
戒
壇
を
建
て
ら
れ
、

洪
州
智
ハ暦
寺
に
も
ま
た
倫
尼
戒
壇
が
建
て
ら
れ

た
。
而
し
て
杭
州
の
龍
興
寺
に
華
嚴
経
肚
を
結
ん
で
、
道
俗
十
萬
人
に
勘
む
る
に
華
嚴
経
を
受
持
す
べ
き
を
以
て
せ
ら
れ
、
詩
人
白
居
易

が
そ
の
記
を
作
つ
た
の
も
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
ー
Q

塔
記
に

「
落
髪
受
具
す
る
に
及
ん
で
、
講
隷
に
居
り
、
精
し
く
砒
尼
を
究
め
、
博
く
経
論
を
蹟
る
」
と
い
ふ
を
、
元

・
武
宗
の
至
大
二

年
、
趙
孟
類
帥
ち
有
名
な
る
趙
子
昂
が
奉
勅
撰
録
し
た
臨
濟
正
宗
碑
に
は
、
簡
軍
に

「遊
學
江
右
」
と
の
み
記
載
せ
ら
れ

て
居

る
が
、

元
・
世
組
の
至
元
二
十
四
年
、
繹
教
総
統
雪
堂
普
仁
が
1
臨
濟
録
重
開
者
-
浮
慈
寺
愚
極
至
慧
、
鰻
隠
寺
玉
山
徳
珍
、
径
山
寺
虎
巖
浮
伏

等
の
諸
徳
の
慮
援
を
得
て
、
立
石
建
碑
し
た
眞
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
に
は
、
「
幼
喜
二佛
氏
之
學
↓
既
落
髪
受
具
、
・即

留
二
心
於
経
論
↓
窮
レ幽
探
レ陵
」
と
、
受
具
帥
ち
二
十
歳
前
に
、
既
に
佛
氏
の
學
を
喜
び
、

修
學
研
鑓
せ
ら
れ
た
る
を
傳

へ
る
。

案
す
る

に
、
四
分
律
第
三
十
四
に
、
「
自
今
已
去
、

父
母
嘉
さ
f
れ
ば
度
し
て
出
家
せ
し
む
る
を
得
す
、
乃
至
、
年
減
十
二
な
る
も
の
を
度
す
る

を
得
す
」
と
見
え
て
、
年
十
二
に
満
…た
ざ
る
者
、
父
母
の
賠
許
せ
ざ
る
者
、
並
に
諸
種
の
疾
病
あ
る
者
等
は
落
髪
得
度
せ
し
む
べ
か
ら
ざ

る
を
原
則
と
す
る
か
ら
、
大
師
の
落
髪
得
度
も
、
恐
く
は
満
十
二
歳
の
時
な
り
し
な
る
べ
く
、
そ
れ
よ
り
以
後

二
十
歳
の
頃
に
至
る
ま
で

は
、
そ
の
落
髪
剃
度
せ
し
め
ら
れ
た
受
業
師
の
も
と
に
て
、
佛
典
の
研
鐙
そ
の
他
に
精
進
せ
ら
れ
、
他
貝
即
ち
受
具
の
後
、
講
難
に
列
り

て
、
遊
方
研
鐙
す
る
基
礎
的
智
識
を
修
得
せ
ら
れ
た
も
の
と
解
し
得
よ
う
。

南
唐
の
保
大
十
壬
子
歳
、
帥
ち
後
周
太
祀
の
贋
順
二
年
ー
後
漢
隠
帝
の
乾
鮪
二
年
即
ち
保
大
七
年
四
月
雲
門
丈
僅
示
寂
。
十
年
、大
師
の

楚

興
化
嚢

窪

嗣
汝
州
南
院
の
謡

示
寂
-
泉
州
招
慶
寺
蓉

作
燈
の
徒
、
静
、
箔
の
二
雑

援

り
看

録
せ
ら
れ
藏

葦

。

臨
濟
大
師

の
教
學
的
墓
盤
(其

二
)

三



輝

學

研

究

四

招
慶
省
燈
の
序
あ
り
、
僚
は
雪
峯
義
存
の
紳
足
保
幅
從
展
の
法
嗣
た
り
。
傳
は
景
徳
傳
燈
録
第
二
十
二
、
五
燈
會
元
第
八
に
見
え
弛
り
1

第
十
九
巻
所
牧
臨
濟
和
尚
樽
を
槍
す
ゐ
と
、

「黄
葉
和
樹
告
レ衆
日
、
余
昔
特
同
二滲
大
寂
一道
友
、
名
日
二大
愚
弔
此
人
諸
方
行
脚
。
法
眼

明
徹
、
今
在
二高
安
噛
願
不
ン好
二群
居
↓
猫
栖
二
山
舎
鴫
與
レ余
相
別
時
、
町
囑
云
、
他
後
或
逢
二鑑
利
者
↓
指
・二

人
一來
相
訪
。

子
・
時
師

在
の衆
聞
魑
便
往
逡
謁
。
既
到
一㌦其
所
一
具
陳
二
上
論
刈

至
二夜
間
一於
一一大
愚
前
↓
詮

一鍮
伽
論
一課
一・唯
識
刈

復
申
二間
難
ゆ
大
愚
畢
夕
哨
然

不
ゼ封
Φ
及
一室

具
「來
謂
ン師
日
、
老
倫
猫
居
二山
舎
一念
二子
遠
來
℃
且
延
二
一
宿
殉
何
故
夜
間
於
二吾
前
一無
二薦
悪
一放
二不
漂
ゆ
言
詑
杖

一下

之
一数
下
、

推
出
關
二却
門
り
師
廻
二黄
葉
一復
陳
二
上
陳
噛」
と
見
え
る
。

黄
葉
と
大
愚
と
の
關
係
、

大
師
と
大
愚
と
の
初
相
見
、
大
愚
の

機
鋒
等
は
、
こ
の
記
載
あ
る
に
依
り
て
充
分
に
知
ら
れ
得
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
尊
重
す
べ
き
は
、
鍮
伽
論
を
読
き
唯
識
を
課
す
の
一

句
で
あ
る
。
以
て
大
師
の
敏
學
的
方
面
の
一
端
を
推
知
し
得
ら
れ
る
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
い
と
思
ふ
。
耕
雲
子
の
臨
濟
録
摘
葉
-
元
緑

九
年
著
、
十

一
年
京
都
書
騨
田
中
庄
兵
衛
刊
-
第
四
巻
に
依
る
と
、

「
余
思
ふ
に
、
師
本
と
華
嚴
宗
な
る
故
か
、
己
下
録
中
に
多
く
華
嚴

の
意
を
用
ふ
。
此
の
録
を
看
せ
ん
者
、
先
づ
華
嚴
を
詳
に
し
て
、
而
し
て
後
、
此
の
録
を
看
ば
、
當
さ
に
雲
霧
を
抜
い
て
蒼
天
を
観
る
が

如
け
ん
」
と
見
え
る
。
こ
れ
大
師
の
教
學
的
基
盤
は
、
華
嚴
敏
學
に
あ
る
こ
と
を
唱
破
し
た
も
の
で
、
誠
に
卓
見
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
本
録
に
、
各
種
の
経
論
章
疏
が
自
由
に
援
引
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
槍
す
る
と
、
華
嚴
経
を
初
め
、
圓
畳
、
維
摩
、
楊
伽
、
首
楊
嚴
、

混
薬
、
法
華
等
の
諸
大
乗
経
を
初
め
、
四
十
二
章
経
、
起
信
論
、
信
心
銘
、
誰
道
歌
、
達
磨
血
脈
論
、
謎
道
歌
、
瀬
繋
歌
等
等
が
、
縦
横

に
援
引
せ
ら
れ
て
居
つ
て
、
摘
葉
の
圭
張
の
決
し
て
妄
な
ら
ざ
る
こ
と
裏
付
け
る
と
推
考
せ
ら
れ
て
、
そ
の
主
張
の
依
つ
て
基
く
文
獄
的

支
誰
を
闘
如
い
て
は
居
る
が
、
極
め
て
安
當
な
読
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
正
燈
圓
照
騨
師
隠
山
和
樹
の
手
澤

の
講
本
に
、

「
始
は
華
嚴

宗
也
」
と
傍
註
せ
る
、
蓋
し
恐
く
は
摘
葉
の
所
詮
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

賓
壽
延
沼
の
塔
記
次
下
の
丈
に
依
る
と
、

「
俄
に
歎
じ
て
日
く
、
此
れ
救
世
の
讐
方
な
り
。
敏
外
別
傳
の
旨
に
非
す
と
い
つ
て
、
帥
ち

衣
を
更
へ
て
遊
方
す
。
首
め
黄
藁
に
参
じ
、
次
で
大
愚
に
謁
す
」
と
見
え
、
道
行
碑
銘
に
は
、

「既
に
し
て
曰
く
、
此
れ
濟
世
の
轡
方
な

り
、
敏
外
別
偉
の
旨
に
非
す
と
。
途
に
事
に
輝
宗
に
…從
ひ
、
黄
葉
蓮
膵
師
に
参
す
」
と
傳
え
る
。

「首
め
黄
葉
に
参
じ
、
次
で
大
愚
に
謁



す
」
と
い
へ
る
、
次
下
の
文
に

「
其
の
機
縁
語
句
、
行
録
に
載
せ
た
り
」
と
記
す
る
に
照
合
し
て
、
祀
堂
集
の
所
傳
の
史
實
な
る
を
裏
付

け
る
も
の
と
考
へ
得
る
が
、
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
大
師
が
更
衣
遊
方
し
て
黄
葉
の
會
裡
に
参
じ
ら
れ
た
の
は
、
満
…二
十
歳
に
し
て
且
ハ

戒
を
受
け
ら
れ
た
と
し
て
、
塔
記
そ
の
他
に
、

「講
騨
に
居
り
、
精
し
く
砒
尼
を
究
め
、
博
く
経
論
を
蹟
る
」

に
照
し
て
、

少
く

と
も

三
.
五
年
後
の
こ
と
玉
推
せ
ら
れ
る
。
即
ち
最
少
限
度
二
十
三

・
四
歳
よ
り
、
二
十
五

・
六
歳
の
頃
か
と
考

へ
得
る
。
喩
伽
を
究
め
、
唯

識
を
學
び
、
華
嚴
の
敏
學
に
通
す
る
に
は
、
大
師
如
何
に
「
頴
異
」
な
り
と
す
る
も
、
少
く
と
も
五

・
七
年
の
修
學
期
間
を
要
す
る
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
。
臨
濟
録
の
行
録
の
部
に
、
睦
州
陳
尊
宿
が
、

「
是
れ
後
生
な
り
と
錐
も
、
衆
と
異
な
る
こ
と
有
り
。
途
に
問
ふ
。
上
座

此
に
在
る
こ
と
多
少
時
ぞ
」
と
、
大
師
を
喚
ぶ
に

「
上
座
」
の
語
を
以
て
せ
る
、
上
座
の
構
呼
は

「
夫
れ
上
座
と
は
、
心
安
住
す
る
が
故

に
、
世
の
違
順
の
た
め
に
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
、
是
れ
を
上
座
と
名
つ
く
」。
叉
は
、
「
十
法
を
具
す
る
を
上
座
と
名
つ
く
。
謂
く
住
威
あ
り

て
畏
れ
無
く
、
煩
悩
無
し
。
多
知
識
多
聞
、
癬
冒
具
足
、
義
趣
明
了
、
聞
者
信
受
、
善
能
く
安
痒
と
し
て
他
家
に
入
り
て
白
衣
の
爲
め
に

法
を
詮
い
て
他
を
し
て
悪
を
捨
て
善
に
從
は
し
め
、

自
ら
四
諦
の
法
樂
を
具
し
て
乏
し
き
所
あ
る
こ
と
な
き
を
上
座
と
名
つ
く
」。

或
は

「
二
十
夏
よ
り
四
十
九
夏
に
至
る
ま
で
を
上
座
と
名
つ
く
」
等
と
定
義
せ
ら
れ
て
、
た
と
ひ
老
少
を
論
す
る
こ
と
な
く
例
し
て
上
座
と
稻

す
と
し
て
も
、
大
師
の
法
嗣
中
に
於
け
る
定
上
座
、
巖
上
座
、
叉
は
雪
峰
門
下
の
太
原
孚
上
座
等
の
上
座
の
稽
呼
の
や
う
に
、
相
當
の
年

歯
に
達
し
、
學
と
徳
と
を
具
備
す
る
に
あ
ら
す
し
て
、
上
座
の
構
呼
を
用

い
る
こ
と
は
、
あ
り
得
べ
か
ら
す
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の

黙
よ
り
し
て
馬
、
大
師
の
黄
壁
に
参
じ
た
の
は
、
二
十
五
・
六
歳
の
頃
で
、
或
は
三
十
歳
に
も
達
せ
ら
れ
た
頃
と
推
定
し
、
更
に
爾
後
三

年
の
年
時
を
経
過
し
て
、
初
め
て
三
度
佛
法
的
的
の
大
意
を
問
ふ
て
、
三
度
黄
葉
よ
り
杖
を
賜
ふ
の
活
劇
が
行
は
れ
た
こ
と
㌧
推
定
し
て
、

大
し
た
聞
違
は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

蒋
じ
て
更
に
考
ふ
べ
き
は
、
然
ら
ば
大
師
は
、
そ
の
落
髪
の
當
時
は
、
何
れ
の
教
學
に
麟
依
信
順
し
て
沙
彌
と
な
り
、
受
具
前
後
に

は
、
果
し
て
何
人
に
師
事
し
て
、
教
學
的
方
面
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
か
の
問
題
で
あ
る
。
丈
獄
の
何
等
徴
す
べ
き
も
の
無
き
が
故
に
、

た
§
現
傳
臨
濟
録
の
内
容
に
就
て
の
綿
蜜
な
る
分
析
的
研
究
の
上
よ
り
綜
合
制
漸
よ
り
外
は
な
.い
と
考

へ
ら
れ
る
。

臨
濟
大
師
の
教
學
的
基
盤
(其
こ

五



輝

學

研

究

六

假
り
に
大
師
の
降
生
を
、
貞
元
の
末
年
、
又
は
元
和
の
初
年
頃
と
し
、
そ
の
受
具
は
敬
宗
の
寳
暦
、
叉
は
丈
宗
の
太
和
の
初
年
頃
と
推

定
し
て
、
ζ
れ
を
當
時
の
教
界
の
趨
勢
を
背
景
と
し
て
考
察
す
る
と
、
営
時
の
教
界
の
趨
勢
は
、
三
論
敏
學
は
既
に
久
し
く
人
無
く
、
先

に
旭
日
東
天
の
勢
を
以
で
申
外
を
震
撚
し
た
玄
葵

・
慈
恩
等
の
諸
徳
に
依
る
鍮
伽

・
唯
識
の
敏
學
も
、
恵
沼
・
智
周
等
の
諸
徳
あ
り
と
錐

も
、
敏
勢
ま
た
昔
日
の
如
ぐ
な
ら
す
、
天
台
敏
學
に
在
り
て
も
、
荊
漢
堪
然
0
示
寂
を
去
る
こ
と
約
五
十
年
の
後
に
圏
し
、

門
下
に
道

遽

・
行
満
∵
智
度
等
Uの
諸
徳
あ
り
、
明
噴

・
廣
修

・
物
外
等
の
諸
師
こ
れ
に
糧
ぐ
と
難
も
、
早
く
も
衰
色
を
呈
し
來
つ
て
、
再
び
昔
日
の

観
を
留
め
す
。
た
慧
華
嚴
賢
首
の
敏
學
の
み
、
清
涼
澄
観

・
圭
峰
宗
密
の
爾
師
の
出
世
す
る
あ
り
て
、
當
時
漸
く
全
盛
を
極
む
る
に
至
り

し
達
磨
門
流
の
佛
法
と
、
梢
や
齊
肩
的
地
歩
を
占
め
し
に
過
ぎ
な
い
ー
併
し
涼

・
密
の
爾
師
に
依
り
て
代
表
せ
ら
れ
た
華
嚴
教
學
も
、
い

は
ゆ
る
敏
膵
和
合
の
名
に
依
り
て
稻
せ
ら
れ
る
如
く
、
騨
と
融
合
會

一
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
漸
く
存
在
理
由
を
明
か
に
し
た
の
に
過
ぎ

な
い
こ
と
は
、
宗
密
の
輝
源
所
詮
集
都
序
に

「
今
時
輝
者
、
多
不
レ識
ン義
。

故
但
呼
ン心
爲
γ輝
。

講
者
多
不
レ識
レ
法
。

故
但
約
γ名
詮
γ

義
。
随
し名
生
γ執
。
難
γ
可
二會
通
⑩
聞
γ
心
爲
γ淺
、
聞
〆性
謂
〆深
。
或
却
以
γ性
爲
レ
法
、
以
γ心
爲
レ義
◎
故
須
下約
二三
宗
経
論
一
相
封
照
γ

之
。
法
義
己
顯
但
蹄
二
一
心
一
自
然
無
う
事
」
云
云

と
い
ふ
も
の
、
能
く
こ
れ
を
誰
す
る
。
ー
蓋
し
當
時
の
人
心
の
麟
趨
す
る
と
こ
ろ
、
己

に
煩
磯
な
る
名
相
の
學
に
飽
い
て
、
簡
明
直
裁
な
る
費
践
實
學
を
尚
ぶ
や
う
に
な
つ
た
必
然
的
蹄
結
で
あ
る
。
臨
濟
大
師
が
、

「
此
れ
濟

世
の
警
方
な
り
◎
敏
外
別
傳
の
旨
に
非
す
」
と
断
ぜ
ら
れ
た
所
以
も
、
恐
ら
く
こ
玉
に
存
す
る
で
あ
ら
う
。

中
國
の
華
嚴
敏
學
皮
上
、
第
四
狙
と
ぜ
ら
れ
る
清
涼
大
師
澄
観
は
、
法
を
五
嘉
の
無
名
に
嗣
い
で
、
南
宗
荷
澤
碑
會
の
法
脈
を
糠
ぎ
、

径
山
道
欽
に
牛
頭
弾
を
、
又
慧
雲
に
参
じ
て
北
宗
の
玄
理
を
究
め
た
達
磨
門
下
の
法
將
で
あ
り
、
同
じ
く
第
五
狙
と
せ
ら
れ
る
圭
峰
宗
密

は
、
又
同
じ
く
荷
澤
神
會
、
磁
州
法
如
、
荊
南
惟
忠
と
次
第
す
る
大
徳
道
圓
に
嗣
法
せ
る
達
磨
門
下
の
尊
宿
で
あ
る
こ
と
も
、
改
め
で
想

起
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
o

正

宗

二



清
涼

大
師
澄

観

は
、
唐

玄
宗

の
開

元

二
十
五

年
降
生

、
粛

・
代

・
徳

・
順

・
憲

・
穆

・
敬

・
文

の
九
朝

を
経

て
七
帝

の
師

範

と
な
り

、

開
成
三
年
三
月
、
蘇
和
鰭

傳
作

百
有
二
歳
の
長
嚢

保
つ
て
示
寂
し
た
人
で
あ
ゑ

俗
姓
は
穫

氏
、
會
稽

山
陰
の
人
、
天
保
九
年
、

十
四
歳
に
し
て
寳
林
寺
鋸
輝
師
の
室
に
投
じ
て
落
髪
。
沙
彌
の
時
已
に
九
経
十
四
論
を
講
じ
た
と
傳
へ
ら
れ
る
。
粛
宗
の
乾
元
申
、
二
十

鯨
歳
に
し
て
、
潤
州
棲
霞
寺
の
醒
律
師
に
侍
し
て
法
礪
の
相
部
律
を
學
び
、
又
、
曇

一
律
師
に
謁
し
て
道
宣
の
南
山
律
を
修
め
た
ー
荊
漢

堪
然
ま
た
曇
二

に
學
ぶ
t
當
時
金
陵
に
玄
壁
法
師
あ
り
、
關
河
の
三
論
を
傳

へ
て
名
あ
り
、
　即
ち
就
て
學
ぶ
。

江
表
に
三
論
の
盛
な
る

は
、
一
に
澄
観
の
力
に
依
る
と
傳
へ
ら
れ
る
。
代
宗
の
大
暦
中
、
瓦
棺
寺
に
在
り
て
、
起
信

・
浬
黎
を
傳
へ
、
澹
南
の
法
藏
に
海
東
の
起
信

論
疏
葦

ん
だ
。
霧

天
竺
寺
の
法
轟

督

駄
鍵

二
は
、
叢

を
馨

寺
慧
苑
-
叢

叢

の
大
肇

賢
莫

師
法
藏
の
楚

で
あ

る
。
績
華
嚴
経
刊
定
記
十
四
巻
の
著
者
で
あ
る
が
、
古
來
、
華
嚴
敏
學
の
異
轍
を
以
て
構
せ
ら
れ
る
ー
に
稟
け
て
、
ま
花
當
代
の
法
將
で

あ
る
◎
郎
ち
就
て
華
嚴
大
経
を
學
ぶ
、
澄
観
が
華
嚴
圓
宗
の
恢
興
を
以
て
任
と
す
る
に
至
り
し
は
、
こ
の
時
に
起
因
す
る
。
代
宗
の
大
暦

七
年
、
劉
漢
に
遊
び
成
都
の
慧
量
に
謁
し
て
、
重
ね
て
三
論
を
究
あ
、
十
年
、
三
十
八
歳
に
し
て
、
蘇
州
に
到
り
荊
漢
大
師
堪
然
に
侍
し

て
、
天
台
の
止
観
、
法
華
、
維
摩
の
疏
を
修
め
た
。
他
日
華
嚴
大
疏
を
著
し
て
、
性
具
性
悪
読
を
唱
導
す
る
に
至
り
し
は
、
こ
の
時
に
起

因
す
と
云
は
れ
る
。
荷
澤
の
宗
旨
を
究
め
、
南
北
の
爾
宗
に
通
す
る
に
至
つ
潅
こ
と
は
、
前
に
解
詮
し
た
と
ほ
り
で
あ
る
Q
宋

・
高
倫
傅

に
依
る
と
、
師
は
経
傳
子
史
百
家
の
書
、
諸
部
の
異
執
、
四
園

・
五
明
、
悉
曇

・
秘
呪
、
儀
軌

・
篇
頚
書
躍
に
至
る
ま
で
、
悉
く
翻
習
し

て
博
綜
せ
ざ
る
な
し
と
傳
へ
る
。
大
暦
十

一
年
、
四
十
歳
。
五
蔓
山
に
聖
跡
を
巡
禮
し
、
尋
て
峨
眉
に
普
賢
に
謁
し
、
再
び
五
毫
に
還
つ

て
、
大
華
嚴
寺
に
住
し
、
専
ら
方
等
繊
法
を
修
行
し
た
・
寺
主
賢
林
大
徳
、
篤
く
師
を
請
し
て
、
華
嚴
大
経
及
び
諸
経
論
を
講

ぜ

し
め

た
。

印
ち
褒
願
し
て
華
嚴
大
経
の
疏
を
製
せ
ん
と
し
、
徳
宗
の
興
元
元
年
正
月
起
筆
、
前
後
四
年
を
経
て
、

貞
元
三
年
十
二
月
業
を
絡

へ
、
帥
ち
千
曾
を
齋
し
て
度
讃
の
意
を
表
し
潅
。
華
嚴
経
疏
二
十
巻
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
弟
子
僧
叡
等
の
請
す
る
あ
つ
て
、
更
に
随
疏

演
義
砂
四
十
巻
を
著
し
か
。
華
嚴
経
大
疏
紗
八
十
巻
は
、
後
人
が
此
の
爾
疏
を
會
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
貞
元
四
年
正
月
、
大
華
嚴
寺
に

華
嚴
経
疏
を
講
じ
、
七
年
、
長
安
崇
輻
寺
に
重
ね
て
こ
れ
を
講
じ
距
。
十

一
年
,
五
十
八
歳
。
十

一
月
、
南
印
度
鳥
茶
國
王
、
手
書
の
華

臨
濟
大
師
の
教
學
的
基
盤
(其
二
)

七
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嚴
継
普
賢
行
願
晶
の
梵
爽
を
買
す
。
帥
ち
勅
を
奉
じ
て
、
般
若
三
藏
と
共
に
、
崇
畷
寺
に
於
て
醗
謬
の
業
に
…從
ひ
、
西
明
寺
圓
照
等
の
諸

法
師
と
と
も
に
潤
文
誰
義
の
任
に
當
り
、
三
年
に
し
て
功
畢
る
。
華
嚴
経
四
十
巻
こ
れ
で
あ
る
Q
此
の
年
四
月
、
徳
宗
の
誕
辰
に
當
り
、

勅
を
奉
じ
て
内
殿
に
華
嚴
経
を
講
じ
、
清
涼
法
師
敏
授
和
上
の
號
を
賜
ふ
ゐ
憲
宗
の
元
和
五
年
、
七
十
三
歳
。
勅
を
奉
し
て
華
嚴
の
宗
要

を
詮
く
。
帝
諮
然
と
し
て
得
る
と
こ
ろ
あ
り
、
有
司
に
命
じ
て
金
印
を
鑛
し
、
國
範
統
に
叙
し
、
大
統
清
涼
國
師
の
號
を
賜
ふ
。
曾
て
順

宗
東
宮
に
在
り
し
と
き
、
師
を
召
し
て
佛
法
の
大
意
を
問
ふ
。
答
ふ
る
に
唯
心
の
理
を
以
て
せ
る
も
の
、
印
ち
五
嚢
山
鎭
國
大
師
澄
観
答

皇
李

問
心
轟

講

羅

略
し
て
療

心
要
と
い
ふ
も
の
こ
れ
で
あ
る
。
師
深
く
心
垂

嚴
緩

し
、
専
ら
圓
宗
の
興
隆
を
以
荏

煮

し
、
常
に
大
経
を
講
じ
、
凡
そ
一
代
を
通
し
て
講
讃
五
十
絵
遍
に
及
ん
だ
と
傳

へ
る
。
附
法
の
門
弟
凡
そ

一
百
饒
人
、
申
に
於
て
、
圭
峰

宗
密
、
東
都
の
倫
叡
、
海
岸
の
賓
印
、
及
び
寂
光
法
師
の
四
哲
が
、
最
も
著
は
れ
て
居
る
・

以
上
は
清
涼
一
代
の
概
観
で
あ
る
が
、
臨
濟
降
生
の
貞
元
の
末
年
、
又
は
元
和
の
初
年
頃
は
、
清
涼
七
十
歳
前
後
、
落
髪
當
時
は
八
十

歳
前
後
、
受
具
前
後
は
八
十
歳
前
後
で
、
湾
涼
の
入
滅
は
臨
濟
の
三
十
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
は
、
極
め
て
注
意
す
べ
く
、
清
涼
の
所
住
が

圭
と
し
て
黄
河
以
北
翻
ち
山
西
、
挾
西
の
爾
者
で
あ
り
、
臨
濟
が
曹
州
南
華
帥
ち
河
北
に
生
れ
、
そ
の
一
化
は
鎭
州
城
、
河
南
府
、
大
名

府
等
同
じ
く
河
北
で
あ
つ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
玉
思
ふ
。

圭
峰
・の
宗
密
騨
師
は
、
俗
姓
は
何
氏
、
果
州
西
充
の
人
、
そ
の
降
生
。は
、
徳
宗
の
建
中
元
年
、
帥
ち
膓
濟

の
降
生
に
先
つ
こ
と
九
そ
二

+
五
年
乃
至
三
+
年
で
・
示
擦

武
宗
の
會
正
元
釜

月
鞠

難

鯉

、
帥
ち
臨
濟
醤

髪

昊

愚
の
會
下
に
あ
つ
た
妻

で
あ
る
。

幼
に
し
て
儒
學
に
通
じ
、
徳
宗
の
貞
元
二
十
年
、
二
十
五
歳
に
し
て
、
荷
澤
紳
會
の
玄
孫
道
圓
の
室
に
投
じ
て
落
髪
し
、
南
宗
の
騨
法
を

受
け
た
。
、曾
て
衆
と
共
に
州
吏
任
灌
の
齋
に
赴
き
偶
ま
圓
畳
経
を
得
た
。
こ
れ
を
讃
ん
で
未
だ
巻
を
畢
ら
ざ
る
に
廓
然
感
悟
す
る
と
こ
ろ

あ
つ
た
と
云
は
れ
る
。
こ
れ
よ
り
道
圓
得
法
の
師
荊
南
の
惟
忠
に
参
じ
、
更
に
洛
陽
の
紳
照
の
室
に
入
り
、
並
に
玄
旨
を
得
た
。
後
、
絡

南
山
智
焼
寺
に
入
り
大
藏
を
閲
す
る
こ
と
三
年
、
元
和
五
年
、
三
十

一
歳
に
し
て
嚢
陽
に
入
り
、
初
め
.て
清
涼
の
華
嚴
大
疏
を
見
て
、
欣

然
讃
下
し
、
直
に
こ
れ
を
講
す
、
こ
れ
よ
り
心
を
華
嚴
に
飯
し
、
轍
を
移
し
て
華
嚴
の
宗
師
と
な
σ
た
が
、
未
だ
師
承
無
き
を
以
て
、
自



ら
意
に
安
せ
す
、
郎
ち
書
左
清
涼
の
許
に
致
し
、
弟
子
の
禮
を
執
て
そ
の
所
懐
を
述
べ
た
。
清
涼
見
て
復
箋

し
て
云
く
、

「
汝
所
レ解
猫
二

吾
之
心
叩
輪
王
眞
子
、
誠
所
γ謂
也
」
と
。
.師
大
に
喜
び
、
上
都
に
於
て
親
し
く
清
涼
に
謁
し
、
爾
來
側
近
に
侍
す
る
こ
と
激
年
、
專
ら
華

嚴
を
學
び
、
具
さ
に
指
決
を
稟
け
た
。
清
涼
褒
美
し
て
云
く
、
「
毘
盧
華
藏
、
能
随
γ吾
遊
者
其
汝
乎
」
と
。
師
資
の
密
付
以
て
知
る
べ
し

で
あ
る
。
華
嚴
、
圓
畳
、
金
剛
般
若
、
孟
蘭
盆
等
の
経
疏
を
初
め
、
起
信
、
唯
識
、
四
分
律
等
の
疏
紗
を
製
し
て
、
法
門
の
興
隆
に
精
.進

し
た
が
、
・甲
に
も
圓
畳
経
に
は
、
略
疏
、
略
疏
砂
、
大
疏
、
大
疏
妙
を
製
し
、
別
に
圓
畳
修
誰
義
を
著
は
し
て
、
教

.
行
二
門
に
わ
た
っ

て
、
教
旨
の
弘
通
と
實
修
に
つ
と
め
た
1
宋
代
に
入
り
、
長
水
子
琉
、
著
水
浮
源
、
五
台
承
遽
等
諸
師
に
依
る
宋
朝
華
嚴
の
一
派
並
に
揚

岐
派
下
密
篭
下
の
破
巷
組
先
、
無
準
師
範
の
門
流
が
、
圓
畳
経
を
重
硯
す
る
の
家
風
は
そ
の
端
を
宗
密
に
褒
す
る
ー
倫
ほ
宗
密
に
騨
源
所

詮
集
都
序
並
に
原
人
論
の
著
あ
る
も
叉
指
摘
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
の
一
代
所
佳
の
地
が
黄
河
以
北
特
に
山
西
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
讐
清

涼
に
等
レ
い
b

以
上
は
涼

・
密
二
師
の
學
系
を
中
軸
と
し
弛
紀
傳
行
實
の
一
斑
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
背
景
と
し
て
、
吾
が
臨
濟
大
師
の
降
生
よ
り
、
黄

葉
大
師
の
會
下
に
参
せ
ら
れ
た
推
定
年
歯
と
を
封
比
圓
示
す
る
と
、
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而
し
て
、
薮
に
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
涼
密
の
爾
師
、
並
に
學
は
外
を
兼
ね
、
教
膵
・
顯
密

.
性
相
そ
の
何
れ
も
往
く
と
し
て
可
な
ら

ざ
る
無
く
、
然
も
爾
師
の
何
れ
も
敏
縄
の
和
合
融
會
を
、
中
國
華
嚴
敏
學
史
上
の
特
色
と
す
ゐ
黙
で
泌
る
。
然
る
に
子
細
に
涼
密
爾
師
の

敏
輝
和
合
説
を
鐵
槍
す
る
に
、
清
涼
は
教
騨
和
合
を
圭
唱
し
つ
Σ
も
、
そ
の
重
鮎
を
寧
ろ
華
嚴
敏
學
に
於
け
る
に
封
し
、
宗
密
は
華
嚴
敏

學
に
立
脚
し
つ
玉
も
、
極
め
て
圓
畳
経
を
重
覗
し
、
…騨
源
諸
詮
集
都
序
の
如
き
を
撰
し
て
、
敏
繹
均
等
、
寧
ろ
藤
に
重
貼
…を
於
け
る
の
差

異
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
密
の
圓
畳
維
略
疏
鉛
第
二
に
曰
く
、
「良
以
此
経
、
具
二法
性

.
法
相

・
破
相
三
宗
経
論
ゆ
南
北
頓
輝
爾
宗
騨

門
、
又
分
同
二
華
嚴
圓
教
↓
具
三
疋
悟
修
門
戸
↓
難
ヴ得
三其
人
一也
」
と
。

圓
畳
経
を
重
覗
し
、
そ
の
研
鑓
普
及
に
全
生
涯
老
捧
げ
た
所
以

な
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
趣
と
す
る
と
こ
ろ
を
推
知
し
得
よ
う
。
更
に
清
涼
が
華
嚴
敏
學
の
大
成
者
賢
首
大
師
法
藏
の
、
性
相
融
會
郎
ち

新
鐸
家
の
玄
弊

.
慈
恩
の
諸
徳
に
依
る
喩
伽
・
唯
識
の
敏
學
が
、
五
姓
各
別
の
宗
義
を
立
て
N
、
新
來
宗
敏
の
勢
を
以
て
從
來
薔
鐸
家
の

一
切
皆
成
の
性
宗
を
墜
せ
ん
と
す
る
の
潮
流
あ
る
に
封
し
、

一
面
は
そ
れ
を
破
斥
す
る
と
共
に
、

一
面
に
は
巧
に
性
相
爾
宗
の
調
和
の
道

を
開
か
ん
と
試
み
弛
る
に
封
し
、
涼
師
に
至
り
て
は
、
時
代
の
推
移
は
、

法
相
の
敏
學
は
、
既
に
過
去

し
去
り
し
の
故
を
以
て
、
性
相

の
融
合
和
會
の
立
場
よ
り
、
百
尺
竿
頭

一
歩
を
進
め
て
、
性
相
決
制
の
立
場
に
立
ち
、
法
相
は
始
模
三
乗

の
敏
な
る
が
故
に
、
到
底
華
嚴

一
乗
圓
敏
と
は
齊
肩
し
得
べ
か
ら
す
と
断
ぜ
し
と
と
も
に
、
敏
緯
和
合
、
即
ち
新
興
の
達
磨
門
葉

の
宗
旨
と
の
融
合
和
會
を
試
み
ん
と
企



て
た
る
鮎
は
極
め
て
重
親
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
宗
寝
そ
の
意
を
稟
け
て
、
更
に
一
歩
を
進
め
し
は
、
前
に
解
論
せ
る
が
如
く
、
而
し

て
臨
濟
は
、
更
に
百
尺
竿
頭

一
歩
を
進
む
る
あ
り
、

「俄
に
し
て
歎
じ
て
曰
く
、
此
れ
濟
世
の
馨
方
な
り
。
敏
別
別
傳
の
旨
に
非
す
と
、

印
ち
衣
を
更
へ
て
遊
方
」
し
て
、
初
祀

・
六
狙
の
嫡
流
黄
葉
に
参
し
、
後
に
鎭
州
臨
濟
院
に
住
し
て
、
参
學
の
士
に
示
す
に
、

「若
し
山

倫
が
見
庭
に
約
せ
ば
、
繹
迦
と
別
な
ら
す
。
今
日
多
般
の
用
虞
、
什
慶
を
か
訣
少
す
。
乃
至
此
の
三
種
の
身
は
是
れ
彌
が
即
今
目
前
嘉
法

底

の
人
な
り
σ
た
§
外
に
向
つ
て
馳
求
せ
ざ
る
が
た
め
に
此
の
功
用
あ
り
。
経
論
家
に
蝶
ら
ば
、
三
種
の
身
を
取
て
極
則
と
爲
す
。
山
倫

が
見
虞
に
約
せ
ぱ
然
ら
す
」
。
叉
は

「
道
流
、
佛
の
得
べ
き
無
し
。
乃
至
三
乗
五
性
、
圓
頓
の
敏
述
、
皆
こ
れ

一
期
の
藥
病
相
治
な
り
Q
並

に
貴
法
無
し
。
た
と
ひ
有
な
る
も
、
皆
こ
れ
相
似
の
表
顯
、
路
布
の
丈
字
の
み
」
と
云
ひ
、
要
約
し
て

「道
流
出
家
見
、
且
く
學
道
を
要

せ
よ
。
祇
山
僑
が
如
ん
ば
、
往
日
曾
て
毘
尼
の
中
に
向
つ
て
心
を
留
め
、
亦
曾
て
経
論
に
於
て
諒
討
す
。
後
方
に
是
れ
濟
世
の
藥
、
表
顯

の
詮
な
る
こ
と
を
知
つ
て
、
途
に
乃
ち

一
時
に
弛
郡
し
て
、
'即
ち
道
を
訪
ひ
脚
に
参
す
、
後
大
善
知
識
に
遇
う
て
、
方
に
乃
ち
道
眼
分
明

に
し
て
、
始
め
て
天
下
の
老
和
術
を
識
得
し
て
、
其
の
邪
正
を
知
る
」
と
驚
異
す
べ
き
爆
弾
的
宣
言
を
敢
て
し
て
、
敏
内
所
傳
の
顯
密

・

性
相
の
一
切
の
諸
教
學
を
粉
細
し
去
つ
た
こ
と
は
、
三
國
を
・通
す
る
佛
敏
敏
學
史
上
の
痛
快
事
で
、
臨
濟
の
眞
面
目
は
實
に
薮
に
あ
り
と

断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
へ
る
。
幸
に
鬼
孫
あ
る
あ
り
て

「
五
逆
聞
雷
」
と
評
せ
る
所
以
葱
あ
る
。
若
し
夫
れ
敏
學
的
用
語
を
以
て
す
れ

ば
、
賢
首
の
性
相
融
會
よ
り
、
清
涼
の
性
相
法
判
、
敏
縄
和
合
に
推
移
し
、
教
輝
和
合
は
臆
て
宗
密
の
輝
圭
敏
從
の
教
暉
融
合
と
な
り
、

途
に
我
が
大
師
に
依
り
て
敏
輝
決
判
と
な
つ
た
と
表
現
し
得
ら
れ
よ
う
。

以
上
こ
れ
を
要
約
し
て
考
察
す
る
に
、
我
が
大
師
は
、
幼
に
し
て
長
安
崇
幅
寺
又
は
五
盛
山
大
華
嚴
寺
に
、
清
涼
大
師
澄
観
又
は
そ
の

門
下
の
何
人
か
に
依
り
て
出
家
受
法
し
、
鍮
伽

・
唯
識

・
起
信
そ
の
他
の
諸
敏
學
を
學
び
、
清
涼
の
老
後
、
多
く
宗
密
に
依
り
て
華
嚴
そ

の
他
の
敏
學
を
修
め
、
宿
縁
の
催
す
と
こ
ろ
は
、
臆
て
こ
れ
濟
世
の
馨
方
な
り
と
一
切
を
拠
却
し
て
黄
葉
に
参
す
る
に
至
つ
た
も
の
と
判

ぜ
ら
れ
る
。
涼

.
密
二
師
の
眞
意
を
洞
察
し
た
蹄
結
た
る
は
、
も
と
よ
り
考
へ
得
る
こ
と
で
、
所
謂
る

「
幼
に
し
て
頴
異
」
、
「
衆
と
異
な

ゐ
と
こ
ろ
有
」
り
し
所
以
で
あ
ら
う
。

臨
濟
大
師
の
教
…學
的
某
般
皿(其
ご
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